
イギ リス人 とその女性観について

野 村 ヒ サ

"Whatajam!"

"Somebodyiscoming
."

"Oh!Isshe?"

"No
.Justforfun."

以 上 の会話 は、1980年3月 下旬のある朝 、私が ダブルデ ッカーの中で

耳 に した ものであ る。一寸面 白か ったので今 で もはっき り覚 えている。

あの 日、ロン ドンの空は美 しく晴れていたが、ひ どい交通渋滞で、ナイ

ッ ・ブ リ ッジの近 くで、 ダブルデ ッカーが7～8台 じゅずつな ぎになっ

て しまっていた。退屈 した隣人同志が、

「何 て渋滞 だろう
。」

「おえ らいさんがお通 りなんだ よ
。」

厂ヘ エ
,本 当?」

「うそ
,じ ょうだん。」

なんてふざけあ っていたわけであ る。

どうしてお えら方が 「彼女」 なのか しらと、私 は、ふ と思 ったが、言

われ てみ ると、 た しか にQueenElizabethもMrs.Thatcherも 女 性 で あ

る。 日本人であ る私 か らみると、イギ リス という国では、骨 の折 れる仕

事 は女性 に任せて、男性 たちはのんび りとク リケ ットで も楽 しんでいる

のか とい う気 もす るが、どうも実 の ところはそんな もので はないようで、

仕事 の上 では男女の差別 をあ ま りしない結果であ ると考えた方 が当って

いる ようであ る。

下宿 の奥 さん(生 粋 のイギ リス人)と お茶 を飲 んでいた時、Thatcer
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女史 の雄弁 さを私がほめる と、

"Sh
edoesn'tknowwheretostop."

とい う言葉 が返 って来 た。 同性 の眼か らみ ると、Thatcherさ ん の雄弁

は鼻 につ くもの なのだろ う。(Thatcher女 史 はOxford大 学 の学 生時代

に、家庭教師?に ついてス ピーチの猛勉強 を した結果,ス ピーチ ・コ

ンテス トで優勝す るほ ど上達 した話は有名 である。)

下 宿 のお じさんの方 は、Thatcher女 史 は美人 なのが 幸運 だった とい

う。洋の東西 を問わず美人が得 をするのだ とい う気持 は,同 じもの ら し

い◎

私 たちの眼 か らみる と、 イギ リス人は割合 に冷静 で合理的で、男女の

差別 も早 くか ら、 目立たなか った ように見 えるが、私の読んだ ところで

は、イギ リス男性 は、 なかなか封建 的であ った と思 われ る。

イギ リス ・フェ ミニズム(女 権拡張)運 動 の草分 け と目されるMary

Wollstonecraft(1759-1797)は 、1792年 に その著書AVindicationofthe

RightsofWoman① の 第一版の中で次 のよ うに述べ ている。

 "Would 
men but generously snap our chains, and be content with 

rational fellowship instead of slavish obedience, they would find us more 

observant daughters, more affectionate sisters, more faithful wives, more 

reasonable mothers—in a word, better citizens. We should then love them 

with true affection, because we should learn to respect ourselves..."

だいたい、

「男性が私たち女性の束縛を気前 よく断ち切 り
、卑屈な服従の代 りに理

性的な友交精神で満足 して くれさえしたら、彼らは、女性が戒律 をより

よく守る娘たちあるいは、いっそう愛情深い姉妹たち、あるいは、より

忠実な妻たち、理性的な母親たち、要するに、よりよい市民たちである

ことに気がつ くであろうに。そうなれば当然私たち女性 も真実の愛情で

彼 らを愛するであろう。なぜなら私たちは自分たち自身を尊重するよう
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になるはずであ るか ら。」

とい った意味であ ろう。

MargaretDrabbleに よれ ば、 このMaryWollstonecraftは 恋 人 に去 ら

れ て失 望 し、PutneyBridgeか らThames河 に 投身 自殺 を しよ うとして

い るところをWilliamGodwinに 助 けられ、その後二人 は結婚 した。(も

し投身 自殺 して しまっていたら女権 拡張運動 の闘士 も女権擁護論 も世 に

出なかったで あろう。)女 児が生 まれ、その女児 は成長 して、P.B.Shel-

ley(1792-1822)の(二 度 目の)妻 とな った。

同時代 の 日本で は、1776年 に 『雨月物語』 が刊行 された。川柳 が流行

したの もこの頃で ある。11代 将軍家斉の世である。

MaryWollstonecraftと 同 時代 の女流作家 たち(JaneAustenや 、少 し

後 のCharlotteBronte)の 作 品に登場 す る家庭教師 は、女優 、作 家 を除

けば数少 ない独立 した女性 の職業であ ったが、それ も裕福 な家庭 の使用

人の一人に過 ぎない ことが多かった。女性 の職業 は非常 に数少 く、あま

り裕福 でない家 に生 まれた女性 に とって は、結婚 だけが確実 な生活 の手

段 と言い得た。

JaneAustenのTheWatsonsの ヒ ロ インEmmaWatsonは 、Austen小

説 の ヒロイ ンたちの うちで、最 も身分が低 い女性 であるが、彼女はその

小説のは じめの方で、次の ように言 ってい る。1

...butyou-Know,wemustmarry.‐Icoulddoverywellsingleformy

ownpart‐Alittlecompany,andapleasantballnowandthen,wouldbe

enoughforme,ifonecouldbeyoungforever,butmyfathercannotpro-

Ovideforus
,anditisverybadpoorandlaughedat...

だ い たいは、'

「おわか りで しょうけ ど、私 たちは結婚 しなけれ ばな りませ ん。私 自身

はひ とりだって、 じゅうぶんや っていけるで しょう。 ほんの少数の

つ きあい仲間 と、それに ときど き、楽 しい舞踏会が あれば、私には じゅ
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うぶんなのよ。 もし、人が永遠 に若 くてい られればね。で も父 は私たち

を養 っては くれ られ ないわ。だか らオール ドミスになって、貧乏で、人

に笑われるのは とて もつ らいの よ。」 とい った意味であ ろう。

:適当な男性 を見つ けて結婚出来て も男性の方か ら一方 的に離婚 を申 し

渡 され る ことも多 く、帰 る場 所の ない妻 はprostitute(売 春 婦)に 身 を

落す ものが数知 れなかった とい うことである。50年 ほ ど時代が異な るが、

CharlesDickens(1812-70)の 時 代(1850)の ロ ン ドンには約8万 人 の

売春婦がいた とい う記録が ある。3

当 時 のロ ン ドンの人 口は約250万 人 だ ったそ うだか ら、男性、子供、

老人 を除けば10人 の女性 のうち1人 は売春婦 だった とい う計算 に もなろ

うか。1801年 の ロ ン ドンの人口は約86万 人 だった と言 うか ら、50年 の う

ちに約3倍 にふ くれ上 ったことになる。売春婦の数 もその割合 で割引 け

ば、WollstonecraftやAustenの 時 代 の ロ ン ドンには約2万 人 の売 春婦

がいた ことになる とい う計算 は少 々乱暴 であろうか。

ともか くAVindicationoftheRightsofWomanの 出版 とい うこと自体

が、男女差別(女 性 の地位 の低 さ)へ の 自覚 と憤慨 を女性 が痛感 しは じ

め たことを意味 している ということは明 らかであ る。

日本 で の こ の種 の 運 動 は若 松 賎 子(1864-1896),平 塚 らい て う

(1886-1971)な どの時代 まで行 われなか った ようであ るか ら、 この点

で は 日本が100年 ほ ど後れている と言 えるか も知れない。

話 が またCambridge大 学 の こ とに なるが、Cambridge大 学 のfemale

founders(女 性 創設者)に ついて少 し考察 してみたい。驚 いたこ とに初

期 の創立 による15の 大 学(Cambridgeに は現在34の 大 学があ る)の うち,

6つ の 大学が女性 に よって建 て られたのである。

①ClareCollegeはEbwardlの 孫 娘で あるLadyElizabethdeClareに

よ って

②PembrokeCollegeはtheCountessofPembrokeに よ って
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③Queens'Collegeは

QueenMargareofAnjou(HenryVIの 妃)

I
QueenEllzabeth(EdwardIVの 妃)

の二 人 に よって建て られた。Queen'Sで は な くQueens'で あ る理

由で ある。

④Christ'sCollegeはHenryVIIの 母LadyMargaretBeaufort,に よ っ

て

⑤St.John'sCollegeも 上 述のLadyMargaretBeaufortに ょ って

⑥SidneySussexCollegeはLadyFrancesSidney,CountessofSussex

に よ って

また後期の創立でCambridgeの 女 子大の くさわけである

⑦GirtonCollegeはEmilyDaviesに よ って建て られた。(こ の大 学の

創 設 基金集 めの ために女流小 説家GeorgeEliot(1819-80)が 奔 走 し

たこ とは有名な話 である。

Cambridge大 学 の女子教育 につ いてみ ると、女性 が講義 に出席す るこ

とが許可 されたのは1881年 で あ る。(UniversityCollegofLondonつ ま り、

いわ ゆるロ ン ドン大学 では、すで に1878年 に女性 にdegreeを 与 えは じ

め ていた)

1890年 に はPhillipaFawcettと い う女 性 が 数 学 の 優 等 卒 業 試 験

(tripos)に 最 高点 を取 り、一大セ ンセーシ ョンとなった。

1897年 に なってやっ と女性 にdegreeを 与 えて よいか どうか につい て

投票が行 われ、圧倒 的多数 で否決 されて しまったそ うである。

Oxford大 学 で は、1919年 に すでに、女性 にfullmembershipを す んな

り与 えたそ うであ るが、Cambridgeの 男 性 はOxfordに 比 べ て よ り封建

的なのか、1926年 に なって も女性 はや っと学部 に入 ることと、大学 の職

につ くことと、賞 を取 ることを許 されたにす ぎなかった。Cambridge大

学 で女性 にfullmembershipが 与 え られたのは1947年(つ ま り第二次世
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界大戦後)に なってか らである。

Cambridge大 学 の女性 卒業生 第一号 は、GeorgeVIの 妃Elizabethで 、

1948年 にhonorarydegreeofDoctorofLawsが 授 与 されたそ うであ る。

前 にも述べ た通 り、Cambridgeに 最初 か ら女子大 として建て られたの

はGirtonCollegeで 、創立 は1873年 で あった。私 はCambridgeに 留 学 中、

DarwinCollegeに 籍 を置い たがGirtonCollegeに も二週 間に一度通 って

いたこ とがあ った。Girtonは 、 他 の大学 が集中 してい るCityCentreか

ら3マ イル くらい北 の方 の辺 ぴな場所 にある。(校 庭 には リスがチ ョロ

チ ョロ歩 いてい る。)こ の ように離 れた ところに建てれ ば男子 の学生 た

ちが訪ねて来た りしないだろ うとい う、おえ ら方 の配慮 だった ときいて

私 は驚いた。GirtonCollegeの 図 書館 には馬車(バ スで はない)に 乗 っ

てCityCentreの 講義 室 に通 う女子 学生 たちの絵 がか け られている。 ま

たひど く古風 なブルーマースをはいて、避難訓練 のため に校舎 に立 てか

けた梯子 を降 りる女子学生 の絵 も、私 には非常 に興味深 かった。

以前か らきいてみたい と思 っていた これ らの絵 の説明 を、津田塾 の恩

師近藤 いね子先生か ら伺 った時 には、私は思 わずふ き出 しそうになるの

を、 ようや くこらえた。

(近 藤先生 御 自身 は1937年 頃GirtonCollegeに 在 学 して居 られたの だ

し、 今で も毎 年夏休 はCambridgeで 過 され るのだか ら、 この上 な く確

かな説明であ るわけだ。)

GirtonCollegeの 次 に は女子 大 と してNewnhamCollege(1875年),

NewHall(1954年),LucyCavendishCollege(1965年)の 三 大学が設立

され た。

1972年 に なってKing'sCollege,ClareCollege,ChurchillCollegeの 三

大学 が女子学生 の入学 を許可 した。(こ の点で は 日本 の方 がず っと進 ん

でいる)

女 子大 として設立 され たGirtonCollegeに 、男子学生 が入学 を許可 さ
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れたのは1979年 になってからである。

世界一早 く地下鉄を走らせ、科学においては今なお世界に誇るものの

多い大英帝国も、男女差別においては大したことはないとい うのが私の

実感である。
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